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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月15日(2009.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イメージセンサと、
　前記イメージセンサを複数の領域に分割し、領域毎に異なる露光量で露光して領域毎に
画像信号を読み出す読み出し制御手段と、
　領域毎に読み出された、互いに露光量の異なる画像信号に応じて撮影時の適正露光量を
設定する撮影露光量設定手段と、
　を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、
　前記読み出し制御手段は、前記イメージセンサの領域毎に露光時間を異にして読み出す
ことで領域毎の露光量を異にすることを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　請求項１記載の装置において、
　前記読み出し制御手段は、前記イメージセンサの領域毎に読み出し加算ライン数を異に
して読み出すことで領域毎の露光量を異にすることを特徴とする撮像装置。
【請求項４】
　請求項１記載の装置において、
　前記複数の領域は、領域毎に決められたライン数毎に縦または横に交互に設けられてい
ることを特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　イメージセンサと、



(2) JP 2007-318708 A5 2009.7.2

　ストロボ装置と、
　本発光の前に前記ストロボ装置に予備発光を行わせる予備発光制御手段と、
　前記イメージセンサを複数の領域に分割し、前記予備発光に対応して領域毎に異なる露
光量で露光して領域毎に画像信号を読み出す読み出し制御手段と、
　前記領域毎に読み出された、互いに露光量の異なる画像信号に応じて撮影時の適正露光
量を設定する撮影露光量設定手段と、
　を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項６】
　イメージセンサと、
　前記イメージセンサを複数の領域に分割し、領域毎に異なる露光量で露光して領域毎に
画像信号を読み出す読み出し制御手段と、
　領域毎に読み出された画像信号を撮像画像として記録する画像記録手段と、
　を有することを特徴とする撮像装置。
                                                                                


	header
	written-amendment

